
兵 庫 県

総数
（人）

女性数
（人）

比率
(%)

①
「災害対応力を強化
する女性の視点～
男女共同参画の視
点からの防災・復興
ガイドライン～」を教
材として活用した。

②
「災害対応力を強化
する女性の視点」実
践的調査プログラム
（令和３年５月）を教
材として活用した。

③
研修・訓練の企画か
ら実施まで、男女共
同参画担当部局と防
災・危機管理担当部
局が連携して取り組

んだ。

④
男女共同参画部局
または男女共同参
画センターの職員が

講師を務めた。

⑤
男女共同参画部局、
防災・危機管理担当
部局以外の、災害対
応を行う部局（福祉・
教育・保健担当等）
の職員が参加した。

⑥
女性職員への参加
勧奨（広報、声がけ

等）を行った。

⑦
その他

⑦の内容

た つ の 市 4 0 0.0 いいえ

三 木 市 4 0 0.0 いいえ

三 田 市 7 1 14.3 いいえ

上 郡 町 3 0 0.0 いいえ

丹 波 市 11 1 9.1 いいえ

丹 波 篠 山 市 4 0 0.0 いいえ

伊 丹 市 10 1 10.0 いいえ

佐 用 町 5 0 0.0 いいえ

加 古 川 市 11 0 0.0 はい ○

加 東 市 7 1 14.3 いいえ

加 西 市 7 2 28.6 いいえ

南 あ わ じ 市 12 2 16.7 いいえ

多 可 町 6 1 16.7 いいえ

太 子 町 3 0 0.0 いいえ

姫 路 市 21 0 0.0 いいえ

宍 粟 市 6 0 0.0 いいえ

宝 塚 市 11 2 18.2 はい ○ ○

小 野 市 6 0 0.0 いいえ

尼 崎 市 26 5 19.2 いいえ

川 西 市 6 1 16.7 いいえ

市 川 町 1 0 0.0 いいえ

播 磨 町 5 0 0.0 いいえ

新 温 泉 町 3 0 0.0 いいえ

明 石 市 13 2 15.4 いいえ

朝 来 市 3 0 0.0 いいえ

洲 本 市 6 0 0.0 いいえ

淡 路 市 10 1 10.0 いいえ

猪 名 川 町 3 0 0.0 いいえ

相 生 市 3 0 0.0 いいえ

神 河 町 4 0 0.0 いいえ

福 崎 町 7 2 28.6 いいえ

稲 美 町 3 0 0.0 いいえ

芦 屋 市 7 1 14.3 はい ○ ○ ○ ○

西 宮 市 128 5 3.9 いいえ

西 脇 市 6 0 0.0 はい ○ ○

豊 岡 市 8 1 12.5 いいえ

赤 穂 市 4 0 0.0 いいえ

養 父 市 4 0 0.0 いいえ

香 美 町 3 0 0.0 いいえ

高 砂 市 8 0 0.0 はい ○ ○ ○ 実際に避難所で起こっ
た出来事を事例として
グループワークを行っ
た。

問２―１
男女共同参画の視点からの研修・訓練を実施するにあたり、どのような取組を行いましたか？

（あてはまるものに全て〇）
※問２で「はい」答えた場合のみ回答

市 区 町 村 問１
本庁の行政職員のうち、防災・危機管理部局に配
置されている女性職員の状況を教えてください。

（令和３年12月31日現在）

問２
令和３年１月１日から令
和３年12月31日までの
間に、職員に対し、「男
女共同参画の視点から
の防災」をテーマにした
研修・訓練を1回以上実

施しましたか？



兵 庫 県

防災会議委員
の総数
（人）

男性委員数
（人）

男性割合
（％）

女性委員数
（人）

女性割合
（％）

設置していない ①
防災会議の委員に関
する条例を改正し

た。

②
５号委員について、
庁内職員を任命する
際には、職位に関わ
らず積極的に女性職

員を登用した。

③
７号委員について、
指定公共機関又は
指定地方公共機関
から女性の役員又は
職員を登用した。

④
８号委員について、
自主防災組織を構成
する者又は学識経験
のある者のうち、女
性を積極的に登用し

た。

⑤
防災会議の下部組
織（部会等）や実質
的な事務を担う幹事
に女性を登用した。

⑥
委員を公募し、女性
を積極的に登用し

た。

⑦
専門性を有する女性
の人材リストを作成
し、関係団体への女
性委員の推薦を要請

した。

⑧
男性委員に対し、男
女共同参画の視点
の重要性についての
研修や情報共有を

行った。

⑨
その他

⑨の内容

た つ の 市 34 32 94.1 2 5.9 いいえ

三 木 市 28 19 67.9 9 32.1 はい ○

三 田 市 26 17 65.4 9 34.6 はい ○

上 郡 町 19 19 100.0 0 0.0 いいえ

丹 波 市 26 23 88.5 3 11.5 いいえ

丹 波 篠 山 市 27 18 66.7 9 33.3 はい ○

伊 丹 市 39 35 89.7 4 10.3 いいえ

佐 用 町 ○ はい ○ 今年度に構成員を選定
しますが、出来るだけ女
性を登用しようと検討し
ている。

加 古 川 市 28 26 92.9 2 7.1 いいえ

加 東 市 37 34 91.9 3 8.1 はい ○ 各団体に、委員の推薦
にあたり、第5次男女共
同参画基本計画を踏ま
え、女性の推薦への配
慮を呼びかけた。

加 西 市 30 28 93.3 2 6.7 いいえ

南 あ わ じ 市 34 31 91.2 3 8.8 はい ○

多 可 町 23 20 87.0 3 13.0 いいえ

太 子 町 19 17 89.5 2 10.5 いいえ

姫 路 市 56 49 87.5 7 12.5 はい ○

宍 粟 市 ○ はい ○ ○

宝 塚 市 39 34 87.2 5 12.8 はい ○

小 野 市 28 24 85.7 4 14.3 はい ○ 女性団体代表者を防災
会議委員に任命を行っ
ている。

尼 崎 市 34 26 76.5 8 23.5 はい ○ ９号委員（市長が防災上
必要と認める者）として、
「地域からの選出委員」
を委嘱しており、この委
員の推薦にあたっては
女性となるように依頼
し、４名の女性委員を登
用している。

川 西 市 39 35 89.7 4 10.3 はい ○

市 川 町 20 19 95.0 1 5.0 いいえ

播 磨 町 36 34 94.4 2 5.6 いいえ

新 温 泉 町 16 15 93.8 1 6.3 いいえ

明 石 市 33 28 84.8 5 15.2 いいえ

朝 来 市 28 26 92.9 2 7.1 いいえ

洲 本 市 38 34 89.5 4 10.5 いいえ

淡 路 市 30 27 90.0 3 10.0 いいえ

猪 名 川 町 19 18 94.7 1 5.3 はい ○ 男女共同参画の視点よ
り、可能であれば女性の
委員を推薦いただくよう
依頼した。

相 生 市 35 31 88.6 4 11.4 はい ○

神 河 町 20 19 95.0 1 5.0 いいえ

福 崎 町 22 22 100.0 0 0.0 いいえ

稲 美 町 29 28 96.6 1 3.4 いいえ

芦 屋 市 33 29 87.9 4 12.1 いいえ

西 宮 市 31 28 90.3 3 9.7 はい ○ 委員の選任方針を策定
しており、性別割合を均
等にするよう努めるよう
規定し、委員選任時に配
慮をお願いしている。

西 脇 市 33 29 87.9 4 12.1 はい ○ 婦人防火クラブなどの女
性組織に委員就任の依
頼をした。

豊 岡 市 41 33 80.5 8 19.5 はい ○ ○ ○ 関係団体に対し、積極的
な女性委員の登用を依
頼。

赤 穂 市 39 37 94.9 2 5.1 いいえ

養 父 市 33 27 81.8 6 18.2 はい ○

香 美 町 24 22 91.7 2 8.3 いいえ

高 砂 市 29 27 93.1 2 6.9 いいえ

問３―２
地方防災会議に女性委員を増やすためにどのような取組を行っていますか？

（あてはまるもの全て○）
※問３－１で「はい」答えた場合のみ回答

市 区 町 村 問３
地方防災会議の委員の人数（委員長を含む）について教えてください。

（令和３年12月31日現在）

問３―１
地方防災会議に女性委
員を増やすための取組

をしていますか？
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①
防災・危機管理
担当部局と男
女共同参画部
局や男女共同
参画センターと
連携して作成し

た。

②
男女共同参画
部局や男女共
同参画センター
の役割を位置づ

けた。

③
住民参画による
ワークショップ
や意見交換を
実施し、女性の
意見を聞くため
の工夫をした。

④
その他

④の内容 ①
プライバシーの

確保

②
情報の伝達、コ
ミュニケーション

の確保

③
妊産婦、乳幼児
を持つ女性へ

の支援

④
避難所内での
託児所の設置

⑤
自宅で病人、障
害者、高齢者な
どの世話をして
いる家族への

支援

⑥
女性への暴力
やセクハラ防止
のための安全

対策

⑦
避難所運営へ
の女性の参画

の推進

⑧
その他

⑧の内容 ①
更衣室

②
授乳室

③
おむつ替えス
ペース（大人
用、子ども用）

④
トイレ（男女別、

多目的）

⑤
間仕切り

⑥
男女別洗濯物

干し場

⑦
簡易調理施設
（調乳や離乳
食・介護職の調
理等のため）

⑧
その他

⑧の内容

た つ の 市 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三 木 市 はい ○ 地域防災計画に「女性
の視点を踏まえた防災
計画の作成」について
明記した。

○ ○ ○ ○ ○

三 田 市 はい ○ 男女共同参画やLGBT
等の視点を取り入れ
た。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上 郡 町 いいえ ○ 地域防災計画に、防災
の現場における女性参
画の推進について記載
している。

○ ○

丹 波 市 いいえ ○

丹 波 篠 山 市 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊 丹 市 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐 用 町 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加 古 川 市 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加 東 市 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加 西 市 いいえ ○ ○ ○ ○ ○

南 あ わ じ 市 はい ○ どういった分野で参画
ができるか定めた。

○ ○ ○ ○ ○ ○

多 可 町 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

太 子 町 はい ○ 地域防災計画に女性に
配慮した避難所運営を
行う旨及び自主防災組
織に女性の参画促進に
ついて記載している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

姫 路 市 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 子どもの遊び場や勉強
スペース、感染症など
の人の部屋

宍 粟 市 はい ○ 各避難所の担当職員を
可能な限り男女のペア
で配置するようにした。

○ ○ ○ ○ ○

宝 塚 市 はい ○ ○ ・内閣府男女共同参画
局の発出文書の内容を
反映した。・地域住民主
体の避難所運営会議が
開催された。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小 野 市 はい ○ 地域防災計画に男女共
同参画の視点に配慮す
ることを明記している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

尼 崎 市 はい ○ ○ ・平成24年度に尼崎市
防災会議女性部会を設
置し、平成25年２月、女
性部会からの提言を踏
まえ、地域防災計画の
基本的な考え方に男女
共同参画の視点を記載
した。
・平成２８年度に避難所
マニュアルのひな型作
成にあたり、男女共同
参画部局と教育委員会
とで話し合いの場を設
けた。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 避難所運営の開催にあ
たり、代表者は男女の
ニーズの違い等に配慮
するため、男女双方の
バランスの取れた編成
に努めるよう記載。

○ ○ ○ ○ ○ ○

川 西 市 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市 川 町 いいえ

播 磨 町 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新 温 泉 町 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明 石 市 いいえ ○ ○

朝 来 市 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

洲 本 市 はい ○ ○ ○ ○ ○

淡 路 市 はい ○ ○ 避難所開設マニュアル
に避難所運営員会に女
性を選出し、男女双方
の意見を入れることを明
記。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

猪 名 川 町 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

相 生 市 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神 河 町 いいえ ○ マニュアルは作成して
いるが、具体的な記述
をしていない。

○ マニュアルは作成して
いないが、授乳室や間
仕切り等は準備してい
る

福 崎 町 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

稲 美 町 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

芦 屋 市 はい ○ 「災害対応力を強化す
る女性の視点～男女共
同参画の視点からの防
災・復興ガイドライン～」
を参考にした。

○ ○ ○ ○

西 宮 市 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 脇 市 はい ○ ○ 兵庫県地域防災計画の
記述に基づき、計画を
修正した。

○ ○ ○ ○ ○ ○

豊 岡 市 はい ○ 女性職員を必ず避難所
に配置している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤 穂 市 はい ○ 防災基本計画・兵庫県
地域防災計画を参照し
ている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 女性用専用トイレの設
置

○ ○ ○ ○ ○

養 父 市 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

香 美 町 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高 砂 市 はい ○ 地域防災計画修正や、
市の備蓄品の検討を行
う、市の女性職員で構
成された防災対策等検
討ワーキンググループ
を設置し、意見聴取及
び反映を試みている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 屋根付きテント型パー
テーションを配備してお
り、それをニーズに合わ
せて、更衣室、授乳室、
おむつ替えスペースな
どに活用するようにして
いる。

問４―２
避難所運営に関する指針（手引き、マニュアル、ガイドラインを含む）に次の項目が記載されていますか？

（あてはまるもの全て○）

問４―３
避難所運営に関する指針（手引き、マニュアル、ガイドラインを含む）に男女共同参画の視点を考慮して、下記の設備の設置が記述されていますか？

（あてはまるもの全て○）

市 区 町 村 問４
これまでに地域防災計
画や避難所運営に関す
る指針（手引き、マニュ
アル、ガイドラインを含
む）の作成・修正にあ
たって、男女共同参画
の視点を取り入れるた
めの取組をしています

か？
（令和３年12月31日時

点）

問４―１
地域防災計画や避難所運営に関する指針（手引き、マニュアル、ガイドラインを含む）の作成
にあたり、男女共同参画の視点を取り入れるためにどのような取組を行っていますか？

（あてはまるもの全て○）
※問４で「はい」と答えた場合のみ回答
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若者（女性）

①
生理用ナプキン

②
おりものシート

③
サニタリーショー

ツ

④
防犯ブザー／ホ

イッスル

⑤
中身が見えない

ゴミ袋

⑥
女性用下着（各

種サイズ）

①
女児用下着（発
達段階ごとに適
したサイズ、形
態のもの）

①
妊産婦用下着

②
妊産婦用衣類

③
母乳パッド

た つ の 市 ○

三 木 市

三 田 市 ○

上 郡 町 ○

丹 波 市

丹 波 篠 山 市 ○

伊 丹 市 ○ ○

佐 用 町 ○

加 古 川 市 ○

加 東 市 ○ ○ ○

加 西 市

南 あ わ じ 市 ○

多 可 町

太 子 町 ○

姫 路 市 ○

宍 粟 市 ○ ○

宝 塚 市 ○ ○

小 野 市

尼 崎 市 ○ ○

川 西 市 ○ ○

市 川 町 ○

播 磨 町

新 温 泉 町 ○

明 石 市 ○ ○

朝 来 市

洲 本 市 ○ ○ ○

淡 路 市 ○

猪 名 川 町 ○

相 生 市 ○ ○

神 河 町 ○

福 崎 町 ○

稲 美 町 ○

芦 屋 市 ○ ○

西 宮 市 ○

西 脇 市 ○ ○

豊 岡 市

赤 穂 市 ○

養 父 市 ○

香 美 町 ○ ○

高 砂 市 ○

市 区 町 村 問５
現時点（令和３年12月31日時点）で貴市区町村が主として常備備蓄しているものについて、教えてください

（あてはまるもの全て○）

女性用品 妊産婦



兵 庫 県

①
粉ミルク（アレル
ギー用含む）又
は液体ミルク

②
枕やクッション
（授乳用毎に数
個）、授乳用
ケープ・バスタ
オル等（ストー
ルでも可）

③
乳幼児用飲料

④
哺乳瓶・人工乳
首・コップ（コッ
プ授乳用に使
い捨て紙コップ
可）・消毒剤・洗
剤・洗浄用ブラ
シ等の器具・割

りばし

⑤
湯沸かし器具・
煮沸用鍋（食用

と別）

⑥
離乳食（アレル
ギー対応食を

含む）

⑦
皿・スプーン

⑧
乳児用紙おむ
つ（各種サイ

ズ、女児用、男
児用）、おむつ
用ビニール袋

⑨
おしりふき

①
大人用紙おむ
つ（各種サイ

ズ、女性用、男
性用）、おむつ
用ビニール袋

②
尿取りパッド（女
性用、男性用）

③
おしりふき

④
介護食（おか

ゆ、とろみ食、と
ろみ剤）

⑤
簡易トイレ・据
置式洋式トイレ

⑥
防犯ブザー／
ナースコール

⑦
義歯洗浄剤

①
スプーン・フォー

ク

②
ストール

③
宗教上の理由
に関わらず食べ
られる食べ物

①
プライバシーが
十分に保護され
る間仕切り・パ
―ティション

②
足腰が悪い人
のための寝具
（段ボールベッ

ド等）

た つ の 市 ○ ○ ○ ○

三 木 市 ○ ○ ○ ○

三 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上 郡 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

丹 波 市 ○

丹 波 篠 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊 丹 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐 用 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加 古 川 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加 東 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加 西 市 ○ ○ ○

南 あ わ じ 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

多 可 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

太 子 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

姫 路 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宍 粟 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宝 塚 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小 野 市 ○ ○ ○ ○ ○

尼 崎 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川 西 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市 川 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

播 磨 町 ○

新 温 泉 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明 石 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

朝 来 市 ○ ○ ○

洲 本 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

淡 路 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

猪 名 川 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

相 生 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神 河 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福 崎 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

稲 美 町 ○ ○ ○ ○ ○

芦 屋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 宮 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 脇 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊 岡 市 ○ ○ ○ ○

赤 穂 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養 父 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

香 美 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高 砂 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市 区 町 村 問５
現時点（令和３年12月31日時点）で貴市区町村が主として常備備蓄しているものについて、教えてください

（あてはまるもの全て○）

乳幼児用品 介護用品 外国人（女性） 共通



兵 庫 県

①
物資の準備の際にガ
イドラインの「備蓄
チェックシート」を活

用した。

②
物資の準備の際に
女性職員や男女共
同参画部局の職員

が参画した。

③
公的な備蓄だけでは
対応できない事態が
生じることを想定し、
女性、乳幼児等が必
要とする物資の調達
のため、倉庫業者や
運送業者等の関係
団体や企業との協定
や、他の地方公共団
体と災害援助協定を

締結した。

④
住民に平常時からの
備えを促すため、女
性用品や乳幼児用
品を含む生活必需品
のローリングストック
や非常時持出袋の
準備等について、防
災訓練や各種イベン
ト等を通じて啓発し

た。

⑤
その他

⑤の内容

た つ の 市 はい いいえ

三 木 市 はい はい ○

三 田 市 はい いいえ

上 郡 町 いいえ いいえ

丹 波 市 いいえ いいえ

丹 波 篠 山 市 いいえ はい ○ ○ ○

伊 丹 市 はい はい ○ ○ ○

佐 用 町 はい いいえ

加 古 川 市 はい はい ○

加 東 市 いいえ はい ○

加 西 市 いいえ いいえ

南 あ わ じ 市 はい はい ○ ○

多 可 町 いいえ いいえ

太 子 町 はい はい ○

姫 路 市 はい はい ○ ○ ○

宍 粟 市 はい はい ○

宝 塚 市 いいえ はい ○ ○ ○

小 野 市 はい はい ○ ○

尼 崎 市 はい はい ○ ○ ○

川 西 市 はい はい ○

市 川 町 いいえ いいえ

播 磨 町 いいえ いいえ

新 温 泉 町 いいえ はい ○

明 石 市 いいえ はい ○

朝 来 市 いいえ いいえ

洲 本 市 はい はい ○

淡 路 市 いいえ いいえ

猪 名 川 町 はい いいえ

相 生 市 はい いいえ

神 河 町 いいえ いいえ

福 崎 町 いいえ はい ○ 女性委員会からの提言
にもとづき、子どもや高
齢者等が食べやすい保
存食を新たに購入した。

稲 美 町 いいえ はい ○ ○

芦 屋 市 はい はい ○

西 宮 市 はい はい ○

西 脇 市 いいえ はい ○ 防災マップに女性用品
や乳幼児用品を含む生
活必需品のローリング
ストックや非常時持出袋
の準備についての記事
を掲載した。

豊 岡 市 いいえ はい ○

赤 穂 市 いいえ いいえ

養 父 市 いいえ はい ○

香 美 町 いいえ いいえ

高 砂 市 はい はい ○ ○

問５―３
物資の備蓄にあたり、男女共同参画の視点を取り入れるためにどのような取組を行っていますか？

（あてはまるもの全て○）
※問５－２で「はい」と答えた場合のみ回答

市 区 町 村 問５―１
上記の備蓄品につい
て、期限管理や定期的
な在庫確認（棚卸し）に
ついて備蓄計画等で定

めていますか？
（令和３年12月31日時

点）

問５―２
これまで物資の備蓄に
あたり、男女共同参画
の視点を取り入れるた
めの取組をしています

か？
（令和３年12月31日時

点）



兵 庫 県

①
自治会長や自主防
災組織の男性リー
ダーに対し、男女共
同参画の視点の重
要性についての理解
促進や啓発を行っ

た。

②
女性による自主防災
組織の形成を支援し

た。

③
その他

③の内容 ①
女性を対象とした防
災リーダー養成講座

を実施した。

②
男女共同参画の視
点からの防災をテー
マにし、住民向けの
防災講座やセミナー

を実施した。

③
女性を中心とした防
災訓練を実施した。
もしくは、防災訓練に
女性の参加者を増や
すための工夫を行っ

た。

④
その他

④の内容

た つ の 市 いいえ いいえ

三 木 市 いいえ いいえ

三 田 市 いいえ いいえ

上 郡 町 いいえ いいえ

丹 波 市 いいえ いいえ

丹 波 篠 山 市 いいえ いいえ

伊 丹 市 いいえ いいえ

佐 用 町 いいえ いいえ

加 古 川 市 いいえ はい ○

加 東 市 いいえ いいえ

加 西 市 はい ○ はい ○ 高齢者を対象とした出
前講座を開催

南 あ わ じ 市 いいえ はい ○ 総合防災訓練、その他
防災イベントで女性消防
団員によるAED講習、水
消火器体験等の防災活
動への参画を依頼して
いる。

多 可 町 はい ○ はい ○ 区長を対象とした座談
会を開催

太 子 町 はい ○ 自主防災組織に対して
女性加入の勧奨

いいえ

姫 路 市 いいえ いいえ

宍 粟 市 いいえ いいえ

宝 塚 市 はい ○ はい ○ ○ 女性の視点で防災を考
える市民団体との情報
共有や、出前講座の開
催

小 野 市 はい ○ はい ○

尼 崎 市 いいえ はい ○ 女性消防団の参加促進

川 西 市 いいえ いいえ

市 川 町 いいえ いいえ

播 磨 町 いいえ いいえ

新 温 泉 町 いいえ いいえ

明 石 市 いいえ いいえ

朝 来 市 いいえ いいえ

洲 本 市 いいえ いいえ

淡 路 市 いいえ はい ○

猪 名 川 町 いいえ いいえ

相 生 市 はい ○ はい ○ 男女共同参画の視点か
らの防災をテーマにした
講座を実施予定。

神 河 町 はい ○ いいえ

福 崎 町 いいえ いいえ

稲 美 町 いいえ いいえ

芦 屋 市 いいえ いいえ

西 宮 市 いいえ いいえ

西 脇 市 はい ○ はい ○ ○

豊 岡 市 はい ○ ○ 兵庫県が実施するひょう
ご防災リーダー講座へ
の女性の受講の呼びか
け

はい ○ 防災講座には必ず女性
の参加を求めている。

赤 穂 市 いいえ いいえ

養 父 市 いいえ いいえ

香 美 町 いいえ いいえ

高 砂 市 はい ○ いいえ

問７
これまで地域の防災活
動に女性が参画するた
めの取組をしています

か？
（令和３年12月31日時

点）

問７―１
地域の防災活動に女性が参画するためにどのような取組を行っていますか？

（あてはまるもの全て○）
※問７で「はい」と答えた場合のみ回答

市 区 町 村 問６
これまで自主防災組織
への女性の参画を促す
ための取組をしています

か？
（令和３年12月31日時

点）

問６―１
自主防災組織への女性の参画を促すためにどのような取組を行っていますか？

（あてはまるもの全て○）
※問６で「はい」と答えた場合のみ回答



兵 庫 県

①
災害対策本部の構
成員に男女共同参
画担当部局の長、又
は男女共同参画セ
ンター長を配置し

た。

②
災害対策本部や下
部組織（避難所対策
チーム等）、事務局
組織に女性職員、男
女共同参画担当部
局、男女共同参画セ
ンターの職員を配置

した。

③
その他

③の内容 ④
特にしていな

い。

①
女性職員が宿直等
を安全・安心に行え
る環境の整備をして

いる。

②
庁舎内で一時的に
子どもを預かるため
の場所、人材を確保

している。

③
民間の保育事業者
や介護事業者等と子
どもや要配慮者等の
一時預かりに関する
協定を提携してい

る。

④
メンタルヘルスケア
を行っている。

⑤
その他

⑤の内容 ⑥
特にしていな

い。

た つ の 市 いいえ ○

三 木 市 いいえ ○

三 田 市 いいえ ○

上 郡 町 いいえ ○ 災害時動員要領を策定
し、産休や育児等の理
由による場合は動員を
免除する制度を構築し
ている。

丹 波 市 はい ○ ○

丹 波 篠 山 市 はい ○ ○

伊 丹 市 いいえ ○

佐 用 町 はい ○ ○

加 古 川 市 いいえ ○

加 東 市 いいえ ○

加 西 市 いいえ ○

南 あ わ じ 市 はい ○ ○

多 可 町 はい ○ ○ ○

太 子 町 いいえ ○ ○

姫 路 市 いいえ ○

宍 粟 市 いいえ ○

宝 塚 市 はい ○ ○

小 野 市 いいえ ○

尼 崎 市 いいえ ○

川 西 市 いいえ ○

市 川 町 はい ○ ○

播 磨 町 いいえ ○

新 温 泉 町 いいえ ○

明 石 市 いいえ ○

朝 来 市 はい ○ ○

洲 本 市 はい ○ ○

淡 路 市 いいえ ○

猪 名 川 町 いいえ ○

相 生 市 いいえ ○

神 河 町 いいえ ○

福 崎 町 いいえ ○

稲 美 町 いいえ ○

芦 屋 市 はい ○ ○ ○

西 宮 市 いいえ ○

西 脇 市 いいえ ○

豊 岡 市 いいえ ○

赤 穂 市 いいえ ○

養 父 市 いいえ ○

香 美 町 はい ○ ○

高 砂 市 いいえ ○

問９
令和３年12月31日時点において、災害対応業務に参画する女性職員・男性職員に対する支援対策を行っていますか？

（あてはまるもの全て○）

市 区 町 村 問８
令和３年１月１日から令
和３年12月31日までの
間に、災害対策本部が
設置されましたか？

問８―１
災害対策本部において、男女共同参画の視点からの取組を行いましたか？

（あてはまるもの全て○）
※問８で「はい」と答えた場合のみ回答



兵 庫 県

①
「避難所チェック
シート」を活用
し、避難所の設
置・運営を行っ

た。

②
避難所の運営
にあたる職員に
「避難所チェック
シート」の活用
を周知した。

③
プライバシーの
確保を行った。

④
要配慮者への
配慮を行った。

⑤
女性の視点を
踏まえたトイレ・
入浴施設の設
置を行った。

⑥
女性に対する暴
力の防止・安全
確保の取組を

行った。

⑦
避難所の運営
体制に女性が
参画するよう配

慮した。

⑧
女性、男性、育
児・介護を行う
世帯等の多様
なニーズの把握

を行った。

⑨
その他

⑨の内容 ⑩
特にしていな

い。

①
女性、男性、育
児・介護を行う
世帯等の多様
なニーズの把握

を行った。

②
女性用品、乳幼
児用品等の物
資や食料の提
供を行った。

③
その他

③の内容 ④
特にしていな

い。

た つ の 市 いいえ

三 木 市 いいえ

三 田 市 いいえ

上 郡 町 いいえ

丹 波 市 はい ○ ○

丹 波 篠 山 市 はい ○ ○ ○

伊 丹 市 いいえ

佐 用 町 はい ○ ○ ○

加 古 川 市 いいえ

加 東 市 いいえ

加 西 市 いいえ

南 あ わ じ 市 はい ○ ○

多 可 町 はい ○ ○ ○ ○

太 子 町 いいえ

姫 路 市 はい ○ ○ ○ ○ ○

宍 粟 市 はい ○ ○ ○ ○

宝 塚 市 はい ○ ○ ○ ○

小 野 市 いいえ

尼 崎 市 いいえ

川 西 市 いいえ

市 川 町 はい ○ ○

播 磨 町 いいえ

新 温 泉 町 いいえ

明 石 市 いいえ

朝 来 市 はい ○ ○

洲 本 市 はい ○ ○

淡 路 市 はい ○ ○

猪 名 川 町 いいえ

相 生 市 いいえ

神 河 町 いいえ

福 崎 町 はい ○ ○

稲 美 町 いいえ

芦 屋 市 はい ○ ○ ○

西 宮 市 はい ○ ○ ○

西 脇 市 いいえ

豊 岡 市 はい ○ ○ 避難者がいなかったた
め、施設内での具体的
対応を行っていない（授
乳室、男女別更衣室な
ど）

○ 避難者がいなかったた
め、具体の対応はして
いない。

赤 穂 市 いいえ

養 父 市 はい ○ この間は命を守るため
の指定緊急避難場所の
みの開設で、被災者が
生活する指定避難所の
開設はなし

○

香 美 町 はい ○ ○

高 砂 市 いいえ

問１０―２
在宅避難、車中泊避難を含む指定避難所以外の避難者について、男女共同参画の視点から

の取組を行いましたか？
（あてはまるもの全て○）

※問１０で「はい」と答えた場合のみ回答

市 区 町 村 問１０
令和３年１月１日から令
和３年12月31日までの
間に、避難所が開設さ

れましたか？

問１０―１
避難所の開設・運営にあたり、男女共同参画の視点からの取組を行いましたか？

（あてはまるもの全て○）
※問１０で「はい」と答えた場合のみ回答
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①
復興対策本部の構
成員に女性を配置し

た。

②
復興対策本部の事
務局組織に女性職
員、男女共同参画担
当部局、男女共同参
画センターの職員を

配置した。

③
その他

③の内容 ④
特にしていな

い。

①
復興計画の策定に
向けた委員会等にお
いて女性委員の割合
を増やす等、女性の

参画を促した。

②
復興計画委員会の
下部組織（分科会）
に女性の参画を促し

た。

③
生活再建支援とし
て、女性の視点から
の取組を行った。

④
その他

④の内容 ⑤
特にしていな

い。

た つ の 市 いいえ

三 木 市 いいえ ○

三 田 市 いいえ

上 郡 町 いいえ

丹 波 市 いいえ

丹 波 篠 山 市 いいえ ○

伊 丹 市 いいえ ○

佐 用 町 いいえ

加 古 川 市 いいえ

加 東 市 いいえ

加 西 市 いいえ

南 あ わ じ 市 いいえ

多 可 町 いいえ

太 子 町 いいえ

姫 路 市 いいえ

宍 粟 市 いいえ

宝 塚 市 いいえ ○

小 野 市 いいえ

尼 崎 市 いいえ

川 西 市 いいえ

市 川 町 いいえ

播 磨 町 いいえ

新 温 泉 町 いいえ

明 石 市 いいえ

朝 来 市 いいえ

洲 本 市 いいえ

淡 路 市 いいえ

猪 名 川 町 いいえ

相 生 市 いいえ

神 河 町 いいえ

福 崎 町 いいえ ○

稲 美 町 いいえ

芦 屋 市 いいえ

西 宮 市 いいえ

西 脇 市 いいえ

豊 岡 市 いいえ

赤 穂 市 いいえ

養 父 市 いいえ

香 美 町 いいえ

高 砂 市 いいえ ○

問１１―２
その他、復旧・復興にあたり、男女共同参画の視点からの取組を行いましたか？

（あてはまるもの全て○）

市 区 町 村 問１１
令和３年１月１日から令
和３年12月31日までの
間に、復興対策本部が
設置されましたか？

問１１―１
復興対策本部において、男女共同参画の視点からの取組を行いましたか？

（あてはまるもの全て○）
※問１１で「はい」と答えた場合のみ回答
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